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加古川舟運の衰退に伴う河岸景観の変貌

はじめに

古来、陸上交通は人・物・情報の流れにとって

大きな役割を果たしてきたが、近世以降、農産物

や海産物などのあらゆる物資の大量輸送やスピー

ド運送が可能になり、また、運賃の低廉性により、

物流の1:役が水上交通に代わった地域も多し、。し

たがって、水上輸送は近陛の地方経済発展に大き

く貢献していた。

しかし、近代的交通機関の設場により、物流の

動脈を形成していた河川交通はそれほどf主要な意

義を持たなくなり、衰退していった。

ここで研究対象とした加古川流域は、近ILtから

大正時代には高瀬舟の河岸が各地に見られるO

そこで、加占川流域の高瀬舟の船町として栄え

た集器、兵庫県加東郡滝野町新町と同郡社町大門

について集落の景観を復元し、集落の様子を明ら

かにして、加古川の高瀬舟について考察すること

を日的とするO なお、本稿では、調査対象を加古

川本流のうち地元では滝野川と呼ばれる範聞(加

東郡滝野より河口まで)とした。

1.加古川舟運の歴史

近世以前の加古川の様子は、早瀬や滝が多く、

随所に岩石が露出しており、このような情景は、

現在の闘龍灘や大門の船着場跡、の岩場からも察す

ることができる。

加古川を高瀬舟が本格的に上下し始めたのは、

文禄3年(1594)からと伝えられ、豊臣秀占によ

る三木落城後、東北播の物資輸送手段として播州

平野を貫流する加古川の舟運開発が考えられた。

播磨の貢米を大阪へ運ぶための最良の方法として

高瀬舟で高砂湊へ運び、海船に積み替えることで

あった。また、加古川舟運の発展の背景には、全

国制覇をした豊臣秀吉や後に姫路城主となった池

田輝政という播磨一国を領自する大名の出現があ

る。強力な権力背景があってこそ、加古川舟運の

開発が可能になったのである。
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JJIl，'，・JlIの航路の開削は、文禄3Wに宮山氏一族

の木ド家定が、「東幡磨に若干の領地を(fし、豊

臣氏の蔵人地の代'日職にあったと見られる。J1 ) 

奉行生駒玄藩に命じ仁事を起こすことにした。玄

議は加東郡滝野村の t-_袋阿江与助に川肢の波深を

命じ、滝野・高砂の洗川民間が「滝野川」と称さ

れ、高瀬舟の航行がrTj能になった。

さらに、池田氏が加古川舟運の強化のため、慶

長9{年1ド:(1604) にlりj.ωU助Jと多司郡旧高村の i上二豪f的1ド内イ守l'↑|
格を持つた有有îJ力]な r'Î~別~糾ftの由凶.村伝人斎に命じて、滝

野以北を開削させ、慶長11年(1607)には開削を

終えた。よって、滝野以北の加I'i)11を 1111尚JlIJ

と称された。

加古川の舟運は、 LIこ貞米輸送を日的としたも

のであったが、後には諸物資の輸送や織物・釣針ー

など、地場産業を発展させるなど、近世初頭から播

磨・奥丹波の諸物資輸送の大動脈として、重要な

役割を果たしていた。

しかし、鉄道の開通により、 3201ドの尚瀬舟を

LjJ心とした加古川舟運は、終罵を迎えた。

2. 河岸の分布

河川水運が開けてくると、川筋の各地には河岸

と呼ばれる船着場と物資集散の町場が形成されて

いく o 1河岸という名称は近世以後の三葉であっ

て、 rt1世以前には見H¥すことはできなL、。しかし、

中Itt以前においても河川・湖沼の船着場は存在し

ており、それは津とよばれていた。利根川水系の

鬼怒川では、寛永11年(1634)の『鬼怒川鵜飼舟

運 l二之事』にかしはたと記されており、J2 )この

ように河岸という名称は近世初期に生まれた言葉

であると推測できる O

また、「河岸の成立する条件は、街道が川を渡

る地点、城下町などの都市の外港、門前町の参詣

右:の上陸地点など自然条件よりも社会や経済的条

件に/五右される場合が多~'oJ 3)加，'iJlIの場合も、
武米をl十1心に諸物資輸送が日的であったので、経



済的条件で河岸が作られたと考えられる O

加古川筋のほとんどの村に河岸が存在したが、

上滝野・下滝野・新町・大門・国包などが特に賑

わった。(第 1図)

「こうした河岸はそれぞれ後背地が固定してお

り、氷上郡(丹波)と東播磨(多可・加東・加西・

美嚢・印南・加古郡)の村々は、所定の河岸の高

瀬舟に物資運送していた。JO

3.河岸の形成と機能

河川改修で昔の面影がほとんど残っていない現

状で、当時の様子をよく物語っている河岸には、

新町や大門、上滝野などがあるO

また、町場と見られるものには、上滝野・新町・

大門・北野があげられるO このうち、上滝野・新

町・大門は加古川舟運によってできた集落、舟運

の町と呼ばれるのも過言ではない。
o 3 Km 
Lーーー一一一Jここでは、成り立ちの違う 2つの集落、新町村

と大門村について考察するO
。明治期に舟の発着していた河岸

ム 明治期すでに舟のなくなっていた河岸

播磨内の物資輸送の動脈として加古川舟運が始

められ、米や諸物資の積み出しと氷上・多可郡の

諸物資を闘龍灘の存在のため田高JI!から滝野川の
第 1図 加古川筋河岸一覧(明治期)

凡例

区麹 荷受問屋

~ 油屋

~ 米屋

ヒヨ 舟大工

cs 宿屋

吉田省三(1973)r伝承の高瀬舟』より
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文学校

尼寺 ① つぼ屋 ⑥錆掛け屋 ⑪服飾屋

上墓地 ②げた屋 ⑦炭屋 ⑫鍛冶屋

。 役場 ③材木屋 ⑧肥料屋 ⑬石屋

×駐在所 ④食料品 ⑨カサ屋 ⑭理髪

⑥ 医院 ⑤古物商 ⑩酒屋 ⑮農協

第2図 新町村における明治期の職業

「播磨国加東郡新町村地図」に調査結果を加え作成
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高瀬舟に積み替えるのが加古川の西岸の滝野だけ

では狭すぎて不便であった。そのため、対岸に船

着場を造成する必要があったのである。

新町村が池田輝政によって作られたのは、慶長

10年(1605)と伝えている。滝野村の対岸の北野

村と多井田村の一部を割いて、新町村が成立した。

新町村は加古川左岸の村々の諸物資を扱うだけで

なく、丹波や奥播磨からの諸荷物の中継地として

栄え、ついには対岸の滝野と並ぶ船着場・在郷町

となった。

大門村については、近世の中頃から大門村の蓬

莱家が商業資本家として台頭した。この商業資本

家とは、船問屋・米穀仲買商・干鰯屋・酒造業・

銀貸しなどいくつもの仕事を兼業する場合が多かっ

た。この蓬莱家も、「旗本八木氏領の大圧屋・掛

字大道南 字町東

/ 
凡例

①医者 ⑪役場・駐在所@びんつけ

②公民館 ⑫学校 @監屋

③つぼ ⑬肥料 @農協

④げた ⑬昆布 @米屋

⑤宿屋 ⑬カサ @しょう油屋

⑥古物 ⑮酒屋 @油

⑦ブリキ ⑪呉服 @百貨庖

⑧柴屋 ⑬鍛冶 ⑫ボタン製造

⑨駄菓子 ⑬製菓 @問屋

⑩炭 ⑫石屋 @倉庫

屋・問屋・造酒屋を兼ね、領内外の米を自家の舟

で高砂まで運んだ。J5)大門村はこの蓬莱家を中

心に、数軒の船問屋と干鰯屋、油屋などかなりの

数の商家がかたまって町場を形成していた。

4.河岸集落の空間構成の変遷

(1) 新町村

新町村には、村の中央に大きな河岸が存在して

いた。新町村には3ケ所の船着場があったそうで

あるが、大きな河岸の船着場が最もよく利用され

ていた。

第2図は、明治6年(1872)の『播磨国加東郡

新町村地図J(新町村区有文書)の字町東と字町
西を中心に字馬瀬・字大道北・字大道南等の 1部

分を示し、さらに、原図の屋敷地上に調査結果を
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⑪舟大工 Fお茶 Q 石材

@左官 G 公民館 R呉服

@理髪 H 神社 S石油販売

@乾物 I燃料 ①~@明治期の職業

@料理屋 J 駐車場 A~S 現在と明治期

A 酒屋 K天理教 が同じ職業

B荒物 L農協

C プロノマン M 食料品

D 自動車 O 新町コーポ

E綿布 P衣料

第3図新町村における現在の職業

現地調査及び「タウンページ』により作成
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記入したものであるO

職業別に見ると、 liij述の大きな船着場に近い了:

町西に何受問尿や宿屈が集中しているO これは奥

丹波地方からの諸物資がここで高瀬舟に積み替え

られるためである O しかし、「ここに到着した荷

物は直ちに舟に積まれるのではなく、問屋の蔵に

l度納めてから舟に積むJ6)そうであるO また、

牛馬の背で新町村まで運ばれる荷も多かったので、

牛馬を休めたり尚人が泊まる宿屋が並ぶのであろ

うと理解する。さらに、材木屋や米屋・醤油屋・

肥料屋・炭r:T守;の職業も諸物資の輸送路が集まる
新町村に立地したのであるo 8老の話によると、
「高瀬舟舟航季になると町の通りは人や牛馬の往

来で大変混雑し、とても活気があったJ6)そうで

あるO

字町丙と字HlJ東をrtJ心とした現在の地籍闘に、
聞き取り調再結果と現在の職業を第3図に示した。

なお、現イr:の職業は現地調査及び『タウンペー
ジj7 )による O

明治則の職業がそのまま現在まで継続している

場合と近代化されて刻ιまで継続している場合、
新たに向先を始めた場合と商売をやめてしまった

場合とがあるo ~ft:まで継続している職業は怠外

に少なく、，J，t;J街地域全体の約10%程度である。 Iリl

治期では!な瀬JiJJK.i!.liの関係で商業的な町であった
が、.lJUI:では会社ちの他に勤務される家がほとん

どであるo l' ，]瀬JiJがしだいにさびれて盗を消して

しまうと、 I":J神ifiJiJ-に{永イメしていて'+.1市していたの
がHI'XIIIでは'jj市がIAX1) \'1: たず、近代には Jlf~業革命

による rî高I Jln~たが允述したため、新町村の持つ機能

が変化したのである。

11i[悼みの現状は、 I14改築があるものの片のIT!I影

が残作している川もある。「家の形態は切支造り

のムL立ーで、道路にI(IIしてほい;階を持つ冷込めの

防火構造をしたものが多~ ìo 一階[ド~[ÜÎ は和1 ~ if各f
をほめ、 '.1桝はIfIA:，'f冷で太栴 f窓としているJ

H)
。

Illfの通りも什のままだそうである o 1'1動rli.が来

に2fi.iillれるく、らい)よいので、 112としては州、1'，な
l附だったと，lUわれる O

-}j、以も大きな骨Hli:場に通じる道つまり 111向
揚げよ自の中日は、本Trll!f村がIAX¥'r.した時にはもっと!よ

かったようである O 今では約 1m程の道幅である

が、道I~Mが!よいほと、 {::j財げや砧みドろしが'j{.弘

にできて便利であったであろうと推測する。
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(2) 大門村

明治8年(1874)に税制改革が行われたそれ以

前に作成された『播磨国加東郡大門村地籍図』

(大門区有文書)を現在の地図上に描いたのが第

4図であるO なお、現在の道路を基準にして考察

しながら作成した。さらに、原図の屋敷地上に調

査結果を記入したものであるO

大門村は明治期には滝野川沿いの河岸として最

も大きかったそうである。船着場は3ケ所あり、

地元では北から順にそれぞれ渡し場(大歳神社西

で現大門橋下)・中ミナト(かつての洗濯場)・下

ミナト(水神ド)と称されているO 現在もまだか

なりかつての形態をとどめているO

また、現在わかっている主な問屋や商屈は意外

にも船着場付近に密集していなし」中ミナトや下

ミナトの船着場近くには、菜種による油屋や材木

屋・棉(綿)屋がある。おそらく、これらの屈は

大門村の商品作物を扱っており、丹波地方からの

仲買人が集まってきていたのであろうと推測する。

また、地主や床医、米!歪も多く、菜種作りの干鰯

需要のため肥料屋も多いことが言えるO

昭和50年代の住吉地凶と2500分の l地図をもと

に概略的な現作の地籍関を作成し、聞き取り調千年

結果と現在の職業を第5図にぶした。なお、現在

の職業は現地調奇及び『タウンページj7)と住
r-t

地区iによる O

調査事例が之しいため比較が困難であるが、 iリl
治期の職業がそのまま羽点まで継続している場合

は少な V¥o逆に、明治則]にはなかったと忠われる

職業、つまり近代的な職業が日につく O 例えば¥

)eJ I:崖が!よい!石敷地を利JtJして造形研究所をされ

ている O また、クリーニング!占や旅行業・ ['1動 1ド

Jrlf・ポリエチレン製品業なども近代的職業である。

しかし、 1EL道沿いに、lf~んでいる i笥J(1; には食料r~IJJ山

や美容院、荒物雑貨J11~などがあることから、これ

らの!占はiリjifi1VJから続し可ていると推測できる O
現状としては、明治則jには多かった表向やi内家

も引在では少なくなっているが、庄のrUI影が残作

している所もある o Ifll:~の蔵や錠がかかった L蔵、

制1]格fのはまったIHf家作りの家などが、 ifの盗を
忠わせる。 明治則にはなかったと忠われる家にも

蔵があったりキIllf1l[-がはめであったりする。
しかし、かつての'ぷ1mの尾敷の多くが他に光目

されて性が変わっていたり、空き家となっている
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第4図大門村における明治期の職業

一一現在の道路 一一一明治期の道路

O屋敷地 z杜地図堂地
番号は明治期の職業

lしょう油・酒屋 2元床屋大阪屋 呉服屋・酒屋

3米・酒屋 4西庖 5地主 6油屋 7材木屋

8棉(綿)屋 9旅龍 10肥料・米屋

11中居・米屋・肥料庖 12地主

「播磨国加東郡大門村地籍図」から作成

など、事情の変化が大きく見られるo

おわりに

以上の考察により、明らかになったと思われる

点について簡単に述べると次のようになるo

文禄3年、阿江与助によって加古川舟運が聞か

れ、大正2年の播州鉄道が開通するまで、播丹地

方の諸物資は加古川舟運によって運ばれたと言え

る。

その加古川舟運の他に及ぼす影響は大きかった

と言える。高瀬舟の航行が目覚ましく、川筋に河

岸と呼ばれる船着場が作られ、新町村や大門村な

ど存郷町として発展したものもあった。

第5図大門村における現在の職業

一一現在の道路 公公民館

丹神社 ①~⑬明治期の職業

百寺 A--U現在の職業

上墓地 ~ 現在と明治期が同職業

⑦郵便局

職業

①しょう油屋 ⑫地主 K荒物雑貨庖

②元庄屋・大阪屋 ⑬ラムネ・飲料水 L菓子

呉服屋・酒屋 Aニット M呉服

③米・酒屋 B造形研究所 N旅行業

④西居 Cクリーニング庖 Oフ。ロノマンガ、ス

⑤地主 Dt.こばこ P建設

⑥油屋 E商庖 Q金物、刃物

⑦材木屋 F理容院 R肥料

⑧棉(綿)屋 G商居 S清涼飲料水

⑨旅龍 H食料品庖 T自動車

⑩肥料・米屋 I食料品庖 Uポリエチ レン製品

⑪中居・米・肥料 J美容院

現地調査及び「タウンページ』より作成

新町村は領主池田氏によって作られた河岸集落

であり、丹波・奥播磨からの諸物資の中継地とし

て栄え、集落全体が高瀬舟水運関係の職業に従事

a
q
 
no 



していたと 1iえ、 /?}j業的機能を作った集治で、ある

とliえる O

また、大門村は(t:郷|荷人と結びついた113j業資本

家の蓬莱家をrjJ心とした集結であり、菜種栽陪も

盛んであり、他方、 r~iJ瀬舟;]<.連関係の職業にも従

事していたとパえ、農業的機能と/1可業的機能のドlJj

方を備えた集務であると I'iえる O

この 2つの集落はどちらも職住の分離がされて

おらず、産業革命以前の性格を備えた集落であっ

たと考える O

しかし、両瀬舟;]<.速が次第に戻退してくると、

職業を他に求め、職住の分離された近代的集落に

変容していったと考え、 'f~↑iijが大きく変化したと

言える O

故に、新町村、大門村は高瀬舟水運と共に繁栄

し、共に変貌していったと 1:1える。
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